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四旬節を過ごす心 

 

担当司祭 田丸 篤 

四旬節はただ節制をするというより自分と神様と

の関わりをもう一度振り返ってみる時と言えるので

はないかなと思います。イエス様が一番願われること

は、弱さをもった人間である私たちが、神様とはどう

いう方か知ること、その心にふれること、そして私た

ちもそのイエス様の心に倣い、同じような生き方をす

るようになることです。イエス様はこの世に人として

来られ、ご自分の姿と行いで、御父がどのような心の

方かを明らかにしてくださいました。そしてその一番

の特徴は、罪人である人間を裁くのではなく、温かく

接し、励まし、道を示すことで人間の立ち上がりを助

けるということでした。そういう意味での救い主であ

ることを示そうとされたということです。 

 

イエス様が話されたたとえ話でいちじくの木のた

とえ話（ルカ 13･6-9）があります。イエス様はこの

実を結ばないいちじくの木のたとえを語って、すべて

の人の悔い改めを忍耐強く待ち続ける神様の姿を示

されます。園丁は３年待った主人にもう１年の忍耐を

求めます。それほどまでにこの実らないいちじくの木

を慈しんでいるからです。悔い改めない人間を前にし

て神様は葛藤を覚えられます。そしてこの葛藤こそが

神様の愛ではないでしょうか。滅ぼすことがおできに

ならず、やはりもう１年待ってみようと思い直し続け

ておられるということ。そんな神様の心と思いに私た

ちが気づくことができるかどうか。真の回心は、まず

この神様の心にしっかり触れることから始まると思

います。自分も実をなせないいちじくの木の一つだと

思い、それでも神様は切り倒さず待ち続けてくださっ

ていることを思い、自分のあり方を見つめ直していく

こと。もう１年待ってくださいと主人に懇願してくだ

さる園丁。私たちにとってこの１年をどのように使っ

て過ごしていくか、神様の忍耐をいかせるかどうか、

それが今問われています。神様の姿と心をもう一度思

い浮かべて見る大事さ。神様は忍耐といつくしみの神

であること。それが強調されています。同時に神様が

そういう方なら大丈夫だ。今年も何もしなくてもよい

ということではありません。神様がそのような心と態

度の方であることを知るからこそ、その心に応えるよ

うにしていきたいと思うようになること、それが四旬

節の一番大切な心です。何かきまりや掟に反したこと

について反省するというのが四旬節の過ごし方では

ありません。もっと今まで以上に神様の持っておられ

る心に触れていくこと。そのような努力をしていくこ

と。自分でもできることを努めていくこと。そのよう

な態度を取ることこそ、心を神様の方に向ける真の回

心なのです。 
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｢分かち合い、支え合う教会｣に向けて 

 

H T 

 一昨年の 2021 年度は新型コロナの感染状況もあ

り、信徒大会資料を配付して、書面で質問や意見を

受け付けることだけしかできませんでした。昨年の

2022 年度は新型コロナの感染状況も落ち着いてき

たので、対面式で大会を開催しましたが、まだ不安

で教会に来られない方も多いと思われ、ズームを併

用して行いました。時間も短時間で終わらせたいと

いうことで、1 時間あまりで終了しました。 

 幸いなことに、今年度は資料を 1 週間前に配布す

ることは変わりませんでしたが、Zoom の併用はな

く、対面のみで開催することができました。多くの

皆様がご参加くださり、時間も 2 時間あまりとなり

ましたが、充実した報告と話し合いができたのでは

ないかと考えております。皆様のご協力に感謝いた

します。 

  

思えば４年余り前に、坂本委員長の下で推薦委員

として働いていたときに、松本委員長に委員長をお

願いしに行きました。松本委員長が２期４年の任期

のうち、３年間はコロナ禍にあったことを思うと、

大変な時期に委員長を引き受けてくれました。 

 松本委員長の下で、思うように教会に来られなく

なった人とのつながりを作るために、なかなか進ん

でいなかった情報通信技術を大胆に取り入れて、対

面ではない、通信を利用したつながりを生み出して

いきました。デジタル技術から縁遠い方々には、手

渡しや郵便でお任せパックを配布し、教会に来られ

ない人とのつながりをより強くしてきました。新し

い時代に向けて戸塚教会に大きな変化をもたらして

くれました。前委員長の松本さんには深く感謝いた

します。 

 新型コロナの感染状況も落ち着いてきて、学校の

卒業式でも、間隔を空けて座り、換気に気をつける

ことで、マスク無しの参加が認められるようになり

ます。５月の連休明けには新型コロナ感染症の分類

も２類から５類相当に変更されるということで、コ

ロナ禍も一段落するのではないかと思われます。コ

ロナ禍で制限されてきた教会での活動についても、

今後は注意深く段階を踏んで再開し、コロナ前の教

会の状況を取り戻していきたいと考えます。 

 

 昨年度の｢出向いていく教会｣の基盤の上に、2023

年度は教会共同体の中で教会に来られている人と来

られていない人とがともに分かち合い、支え合う教

会にしていきたいと思い、「分かち合い、支え合う教

会」を活動方針にしました。イエス･キリストを中心

に集まっている教会共同体のみならず、教会を知ら

ない人々とも、分かち合い、支え合える共同体を目

指して､活動していきたいと思います。 

 まず、コロナ禍を通して教会から足が遠のいてし

まった方々に対して、教会から積極的に働きかけて

教会に足を向けるきっかけを与えたい。教会に来て

くれた方々を温かく迎え、心が通い合う交流ができ

る機会を作りたいと思います。 

 次に、教会活動をより多くの人に手伝ってもらい、

一人ひとりが小さな仕事を分担し、全員の力を集め

て、みんなで教会を支えていく体制を作ります。ひ

とり一役を目指します。 

 さらに、教会内にとどまらず、地域の人々にも戸

塚教会があってよかったと思われる存在になれるよ

うに、教会外に開かれた活動も大切にしていきたい

と思っています。 

 

 田丸神父様のご指導をいただきながら、より親し

みやすく活気のあふれた教会共同体を取り戻せるよ

うに、また、皆様の声に耳を傾け、聖霊の助けを願い

つつ、一歩でも前に進めるように、教会委員会の仲

間と力を合わせてがんばりますので、よろしくお願

いいたします。 

 

新教会委員長の挨拶 
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★信徒の声★★ 

 

ミサ応え～侍者のこと 

典礼部 H S 

小学生の頃から「侍者」を務めています。当時は、

学校の春・夏・冬休みは毎日、朝ミサに与る 5,6 人の

小学生が順番に侍者を務めていました。ミサが終わる

とすぐにパンをトーストする・ソーセージを炒める、

インスタントコーヒーや食器を準備するなどの係を

分担して神父様と楽しい食事を執り、そのあとは昼ま

で教会で遊ぶという毎日でした。親たちが食費その他

で神父様に気を使った（差し入れやお礼をした）と成

人してから聞き、その事実に驚いたものです。小学生

の侍者服は赤いスータンの上に短めのシュルプリ（白

衣）、中学生になると黒いスータンに変わり、同時に

日曜の侍者は引退していたので早く黒服になりたい

と憧れました（今は、アミクトゥス＋アルバ（のよう

な服）＋チングルムに統一されています）。また、枝

の主日・聖週間や降誕祭等の前には香炉や十字架を磨

き、そのような大きなミサでも自分たちで順番を決め

て侍者を務めました。 

それから学業を終え、就職・結婚してからも、典礼

を軸に多くの行事、小教区や地区の各種委員役員、

様々な教会奉仕に関わりつつ、そのまま今に至ります

が、自分の息子たちに侍者の動きを仕込んだからなの

か、奉仕者の中でも特に侍者に目が行きます。 

 

私が産まれたのは第 2 バチカン公会議の時期で、侍

者を務めるようになった頃は、既に侍者のことを「ミ

サ応え」と言わなくなっていました。公会議前は、ミ

サはラテン語で行われており、司祭の祈りや先読みに

侍者（本来は信者）が続けて祈るか答える形式で進ん

でいたことから侍者はミサ応えと呼ばれていました。

また教会には、侍者がいなければ司祭はミサをあげて

はならないという決まりがあり、ミサを毎日あげる義

務のある司祭にとって侍者は毎日必要となる存在で

した。ですから侍者は、自分のセリフだけではなく典

礼全般に精通しており、典礼を行う重要な存在であっ

たわけです。ミサ答えが尊く喜ぶべき務めであること

を伝える話があります。教皇ピオ十世が司教のとき、

侍者がいない司祭を見かけ、すすんで侍者を務めまし

た。ミサ後、ミサ応えをした人が司教だと知らなかっ

た司祭に「ミサ応えは高尚な務めなので喜んでしまし

た、司教であってもミサ応えをして主に仕えるのはあ

たりまえです」とおっしゃったということです。 

 

さて、侍者の経験を持たない人でも、例えば香炉に

はその扱い方（持ち方・振り方・など）があるだろう

と推測するのは容易だと思います。でも実際には聖具

の扱いだけでなく、十字架のしるし（手の動かし方は

大小の二通りあります）、歩き方・回り方、座り方、

立ち位置、お辞儀の仕方（二通り、および神様に対す

る拝み方）、蝋燭を点

ける順番・消す順番、

等にも決まり（やり方）

があります。また、侍

者は複数人で行うのが

基本ですが、二人のと

きと一人のときでその

決まり（やり方）が異

なるものもあります。 

 

企業ではもちろんのこと、近年「技術継承が大切」

と色々な分野で言われています。侍者にも同じことが

言えると思います。冒頭述べた時代には侍者会が存在

しなくてもよい状況でしたが、その後は侍者会があっ

た時期もあります。侍者会の役目はコミュニケーショ

ン・リクリエーション、そして最も大切なのは技術伝

承だと思います。今の戸塚教会にいきなり侍者会を復

活させるにはリソース（指導者・侍者（大人も子供も））

がなく、集まる時間を作ることも含めて難しいと感じ

ます。でもこのままでは負のスパイラル（しっかりと

教えられずに大人になっていくため、あとに続く者に

伝えることができない連鎖。および、侍者を担える人

が少ない状態で侍者が増えない状態）に陥るのも明白

だと考えますので、典礼部の活動の大切な一つである
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奉仕として、（自分が少し時間をとれる環境になった

ことも併せ考えて）侍者の授業をお手伝いしても良い

と思い、２月 26 日から始めることになりました。小

学生に分かるようにしますが、年齢などの制限はあり

ません。まさかミサ応え（ラテン語）の練習をするつ

もりはなく、技術・技量を磨かせるものでもなく（結

果的にそうなれば良いと思っています）、何故侍者が

大切なのか、どうしてそのように動くのか、どのよう

な決まり事があるのか、気構え・気持ちと今あるルー

ルなどを伝えたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教会活動は多くの方々に支えられています。活動部の皆さんが、日ごろこういう気持ちで取り組んでいる、苦

労していること、やりがいのある点、大事だと思うことなどについていただいたコメントなどをご紹介します。

今回は広報部です。 

 

 

 

＜「教会だより」編集グループ（６名）＞ 

20 年前に「委員会のお知らせだけではなく、信徒の

皆さんの声を皆さんで共有したい」という意思の元で

編集、発行しているものが、現在の形の教会だよりで

す。その後時代の流れでインターネットが普及するに

伴い教会のホームページが出来、そこに教会だよりも

掲載することで、今まで教会内だけの広報誌だったも

のが、広く世間に向けての情報発信の役目も担うこと

になりました。 

「信徒の声」として掲載される信徒の皆さんの意見

や感想は、今までと変わらずに大事な内容ですが、更

に戸塚教会の行事や教会委員会の活動状況などを掲

載し外の世界へ発信することが、開かれた教会として

の大事な役目となりました。 

当初は、印刷機の機能上白／黒の写真しか掲載出来

ませんでしたが、2018 年に中谷神父の思いも受けて

カラー印刷機が導入され、カラー写真が掲載出来るよ

うになったことで見易く、情報量の多い教会だよりが

発信できています。 

現在は、信徒の声のほか、神父様の巻頭言、委員会

からのお知らせに加えて、福祉部からの貴重な活動の

原稿を頂いていますが、これからはポストコロナ渦の

行事親睦部や教学部などの活動などを紙面にてお知

らせしていけたらよいと思っています。 

そのためには、各活動部をはじめ教会委員会のご協

力をお願いせねばなりませんが、皆でよい形の教会だ

よりを作っていけたらと思っています。 

信徒の皆様にも、原稿の依頼などお願いすることもあ

ると思いますが、どうぞ笑ってお引き受け頂けたら幸

いです。よろしく、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

教会活動部の紹介 (第 1 回) 

広 報 部 
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＜外の掲示板グループ（４名）＞ 

長い坂を上り、ホッと一息入れる場所に戸塚教会の掲

示板があります。 

二枚の色模造紙に聖なる言葉と折々の典礼、四季の描

画が見て取れます。 

現在、片面には、教学部と福音宣教部からのお知らせ

を貼り、道行く人に教会の活動をお示ししております。

アナログによるメッセージですが、老若男女、幼児の

方々が目に楽しんで、興味を持たれる広報をめざして、

制作者は色紙、ビーズ、リボンなどを利用して毎月、

新しい掲示に取り組んでおります。 

他の教会活動部、その他におかれましても掲示板をご

利用する機会があれば、該当委員を通してご一報いた

だきたくよろしくお願いいたします。 

ロザリオの聖母マリア様に見守られながら貼り替え

が繰り返される掲示板。 

一見いただくだけでも幸いです。 

 

 

＜ホームページグループ（４名）＞ 

担当になった際に、「このサイトに愛着を持ってく

ださっているかたが違和感を感じない」ように気をつ

けています。具体的には色やデザインや文字の大きさ

は変えない、配置のバランスには気をつかう…といっ

た感じです。文字の大きさは一般的なサイトより少し

大きめでしょうか。それが見やすいと好評をいただい

ているとうかがったような気がします。あとは更新依

頼をいただいてから反映まであまりお待たせしない

ようにとか。 

 

 以前は更新も少なく、戸塚教会を訪ねてくださる

方へのご案内だったホームページが、緊急事態宣言を

機に、戸塚教会と信徒を結ぶ繋がりの一つになったの

ではと思います。田丸神父様着任の挨拶動画を掲載し

た時は、沢山の信

徒の方がホームペ

ージを見て下さい

ました。その後、田

丸神父様は、毎週

欠かさず主日のミ

サのお説教プリン

トと温かいお声で

録音された音源をメールして下さっています。それを

ホームページグループのみんなで更新しています。や

はり見てくださる方が多いと嬉しいです。田丸神父様

が、ホームページを活かしてくださったことに感謝し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春直前の戸塚教

会風景 

戸塚教会 
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1． カリタス石巻ベースの近況 

2011 年（平成２３年）3 月 11 日に発生した東日本大地震 あれから１２年がたちました。コロナ禍が落ち

着いてきたのを見計らって 今年の 2 月初旬に福祉部員の一人がカリタス石巻ベースを 3 年ぶりに訪問しま

した。現在、石巻ベースの運営は、フランスに本部のあるカトリックの信徒団体「心の港」（Points Coeur）

に委託されています。ベースの責任者はシルヴィー・ミュラーさん。地域の方々との「お茶っこ」は、毎週水

曜に継続されています。また、石巻の東南アジアからの技能実習生の日本語教室や相談にも力を入れていると

の事です。 

「お茶っこ」で、ステラマリスの毛糸の帽子の編み手の方とも話をしました。皆さん、毛糸があれば毎日でも

編みたいと希望しています。編んだ帽子がアジア出身の船員さんの防寒具になるという喜びは、編み手の方々

の生きがいの一部とも感じました。福祉部では、信徒の皆様に毛糸の寄付をお願いする準備を進めています。

ご協力をよろしくお願いします。 

  

2. 「トルコ・シリア地震救援」寄付金 送金完了 

戸塚教会は寄付金全額を以下の様に送金しました。 

送 金 先 宗教法人カトリック中央協議会 カリタスジャパン 

 送 金 額   ￥228,000 円  （郵便振替で送金） 

♰ 皆様のご厚意に感謝です。 

 

3． 「聴く会」のお知らせ 

4 月 2 日（日・受難の主日）のミサ後 11 時 15 分から聖堂で、NPO 法人「シャロームの家」代表夫妻によ

る「聴く会を」開催します。テーマは「寿町の現状とシャロームの家」です。どうぞ奮ってご参加くださ

い。 

 

福祉部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜３月度定例教会委員会（3/１2）＞ 

【協議事項】 

(1)オーブンデーの日程について（福音宣教部）   

・4 月は 2 日（日）13 時～14 時 30 分で開催。  

・3 月 26 日（日）聖パウロ書店の販売に合わせて

ミサ後～１２時頃まで実施、聖堂は案内しない。  

（2）4 月のミサ日程表について（典礼部）   

・別紙のとおりで確認した。今後は、教会便りの４

月号以降に掲載できるよう準備する。 

（3）マリア像記念カードの増刷（典礼部）  

・撮影と記念カードの選択が終わり、増刷（1000 

枚）は初版と同様に依頼した。 

（4）ミサでの聖歌開始時期と対策（典礼部）  

・２月の委員会後に管財部、典礼部会の話し合いで

出た意見を委員会で共有・再検討し、下記のとおり

で進めることする。  

・聖歌をミサで歌うこと等に不安を感じる人がいる

ため席を分けるなど、また聖歌集を使う場合に消毒

の体制や出し入れで密集しない動線をどうするか、

段階を踏んだ対応等の検討が必要なため、当初の４

月２日：枝の主日からの再開予定を一旦延期する。  

・今後、実務を担当している典礼と管財消毒グルー

プの合同で対応を検討し、案がまとまったら教会委

員会に報告、委員会で内容を確認し、改めて対策と

スケジュールなどを広報する。  

 （5）ミサ動画の編集、配信及び説教原稿の印刷の

今後について(委員長)  

 1) ミサ動画は、当初は感染対策でミサに出られない

信徒向けに開始したが、現在は地区の割り当て等な

くなった一方で労力が大変で毎週定期的配信は難し

い状況のため、一旦中止し状況を見ることとする。  

2) 説教原稿の作成、印刷は、今後は教学部が主に担

当し必要に応じて典礼部も補佐する。  

3) お任せパックの作成・配布は、今後は福祉部の活

動として担当する。  

（6）信徒会館建設準備委員会発足に関する申請書に

ついて(委員長)   

信徒大会で出された教会横の駐車場に信徒会館を建

設する案について検討のために下記の通り進める。  

・信徒大会では、すぐに信徒会館建設を前提とした

準備委員会発足まで決まったわけではないので、ま

ず小教区で信徒の活動を支える土地活用を検討する

会を設ける。検討会は６～８人程度、このうち４～

６名程度は各活動部からの推薦者を、２名程度は信

徒から公募で募り、できれば４月に発足させたい。  

（7）教会活動協力のアンケートについて(総務部)   

・内容、方法などは、現在欠員の総務担当委員の後

任が決まってから、検討することとなった。  

（8）信徒大会議事録の報告方法について(委員長)   

信徒大会運営細則では、教会委員長は議事録を信徒

に報告することになっているが、報告方法につい

て、教会内に掲示、信徒向けサイトに掲出、パソコ

ンが使えない信徒向けに何部か印刷して配布する。  

（9）信徒大会の書面による意見への回答(委員長)  

 「信徒大会でＨＰの問い合わせフォームの話があり

ましたが、教会にも総合窓口的なポストのような物

があると いいのではないかと思います。」という意

見が書面で出され、対応を検討し、別紙内容の回答

を、信徒大会議事録と同じ方法で報告する。  

（10）教会便りへ各部活動状況の掲載（広報部）  

４月号は、典礼部からミサ予定、福音宣教部から第

５地区共同宣教司牧委員会の報告を掲載し、５月以

降は別途検討する。  

［報告事項］ 

【委員長】 

・総務担当委員が２月末で辞任し、３月は空席。後

任を推薦委員長に依頼中。 

・コピー機使用時の使用枚数記入、枚数の適正等に

ついて依頼：各部に徹底をお願いしたい 。 

【財務部】 

・四旬節 愛の献金 4/6 聖木曜日のミサ前まで。

多くの皆様のお祈りとご協力をお願いいたします。 

【管財部】 

・エアードックの稼働について、節電とクリーニン

グの観点から２４時間稼働を見直しました。  

 ・御堂、入口ロビー：AM６ーPM６（タイマー設置

（※）） ※PM6 以降のミサの際は手動で。  

・２F の部屋：使用時に手動でお願いします。 
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【典礼部】 

【報告事項】  

①田丸神父様との対話週間：2/14(火)～１８（土）  

②祈りの会：2/19(日)久我神父様ご指導。14 名 

③灰の水曜日：2/22(水)（63 名）、20 時ミサ（32

名） ※2/14(火)聖母の園で灰作り（3 名参加）  

④教区合同入信志願式：2/26(日)（藤沢教会）戸塚

教会より志願者 2 名・代父母 2 名が参加。   

⑤侍者会・・・2/26(日)10 時ミサ後 対象：初聖体

を受けた子ども達と青年。  

⑥十字架の道行き・・・2/24、3/3、10、17、24、

31 の各金曜日 10 時ミサの後  

⑦平日のゆるしの秘跡・・・担当：田丸神父様 

3/7(火)～11（土）、14(火)～18（土）14～15 時 

※事前申込み  

【今後の予定】  

 ①祈りの会・・・3/19(日)11 時～12 時（2 階集

会室） 久我神父様のご指導（典礼部・教学部）  

 ②サンパウロの出店・・・3/26(日) ※前庭にて  

 ③枝の主日・・・4/1(土)16 時、4/2(日)10 時 ※

枝の準備 4/1(土)12 時 30 分～ 戸塚教会、前庭横  

 ④聖週間の典礼： 

聖木曜日：4/6(木)19 時洗足式、 

聖金曜日：4/7(金)19 時～ 、 

復活徹夜祭：4/8(土)19 時～（カップろうそくは教

会で準備します） 

復活の主日：4/9(日)10 時～洗礼式（大人 2 名、

乳児 1 名）  

 ⑤典礼研修会:5/7（日）ミサ後～13 時（聖堂）  

【教学部】 

【報告事項】  

 ①2/18(土) 11：00～12：00 「Zoom を使って信

仰を深める講座」（田丸神父様ご指導）9 名参加。  

 遠方の方でも参加できるなど、Zoom のよさを生か

した講座で、多くの方にご参加いただきたい。  

 ②2/19(日) 11：15～12：00 「祈りの会（祈りを

ひとつにして典礼に与るために）」（典礼部との共

催：久我 神父様ご指導） 14 名参加  

 ②3/5(日) 11：15～12：00 四旬節黙想会（典礼部

共催：中和田教会日野神父様ご指導） 60 名参加、

ゆるしの秘跡  

【今後の予定】  

 ④教会学校  

 ア.毎月第 2、第 4 日曜日 9：00～9：45 開催  

 イ.初聖体クラス 1/22 から開始：6/11 初聖体のお

祝い予定  

 ウ.卒業式 3/12(日)  

 エ.入学式 ４/9(日) ご復活祭で紹介する。  

 ⑤3/18(土) 11：00～12：00 「Zoom を使って信

仰を深める講座」（田丸神父様ご指導）  

 メール連絡網を使って案内済み  

【福音宣教部】 

・3/5(日)オープンデー開催（１３時～１４時３０分 

【福祉部】 

 ①カリタス石巻ベースの毛糸の寄付募集：3／18

（土）から 4/9（日）まで  

 ②聴く会「シャロームの家 講演」  

4/2(主日の枝）11:15~12:15 

【行事親睦部】 

・イースターエッグは、今年は募集しない。 

・復活祭パーティは、お茶とお菓子で行う。 

 

＜四旬節 愛の献金について（財務部）＞ 

教皇様は毎年四旬節に向けてメッセージを発表し、

キリストを信じるすべての人が四旬節の精神をよく

理解して、回心と愛のわざを励むよう呼び掛けま

す。この呼びかけに答えて教会は、虐げられ、差別

され、見捨てられ、命の危機にさらされている人達

との共感を大切にするよう一人一人に訴えるととも

に、四旬節中の「愛の献金」を奨励しています。こ

の献金は、カリタスジャパンを通して海外諸国と日

本各地に送られ、難民、貧困、失業、基金などに苦

しむ多くの人々の命を守るために使われます。 

 


